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こ う さ ん か ざ い
酸化剤の摂
取を最大にしようとする，いわば通常兵器に
よる予防です。もう一つは，DNA 診断にもと
づく遺伝子工学戦略を活用する，新兵器によ
る予防があります。
　このうち，ライフスタイル対策は，今すぐ
にでも実行でき，しかもわずかな費用できわ
めて大きな効果が期待できる予防法です。ま
た，ガン抑制遺伝子P53の異常をきたす確率は，
喫
きつえん
煙総本数が多いほど高くなるということも
明らかにされたので，ライフスタイル対策の
中軸である「禁煙によるガン予防」の根拠が，
新しい遺伝子研究でさらに強化されたといえ
るでしょう。
　したがって，来世紀にかりに新兵器による
ガン予防時代が訪れても，ライフスタイル対
策の重要性は不変です。新兵器登場をただ待
つだけでなく，低費用で十分効果が期待でき，
いますぐ実践できる，通常兵器によるガン予
防，つまりライフスタイル操作によるガンの
一次予防を強力に推進すべきと思われます。
●「ガン予防十二か条」の実行を
　ライフスタイルをくふうするのに，国立が
んセンターの提唱する，「ガン予防十二か条」
も参考になります。要するに，菜食，禁煙（そ
れに減塩，節酒，節脂肪）のような「的を射た」
一次予防を強力に実行することによって，わ
ずかな費用で意外なほどの効果をあげること
が期待できます。
　ガンウイルスの研究やガン遺伝子，抑制遺
伝子などの基礎的研究が精力的にすすめられ
ます。それらの研究の成果によって，ガンを
根絶する新兵器の開発が期待されますが，そ
れを待つまでもなく，現世代のガンの抑制は，
いわゆる「通常兵器」で十分に可能なのです。
小川一誠
田口鐵男 監修─「ガンの早期発見と治療の手引き」より引用─
